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せ
っ
か
く
仲
間
を
訪
問
し
た

の
に
、
何
を
話
し
た
ら
良
い
か

分
か
ら
ず
話
も
弾
ま
な
か
っ
た

…
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
東
京
土
建
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
ど
け
ん
共

済
会
の
Ｈ
Ｐ
で
観
れ
る
、
分
か

り
や
す
い
解
説
動
画
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
事
前
に
ス
マ
ホ
な
ど

で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
を
お
忘
れ

な
く
。

ま
ず
1
本
目
は
、
10
月
1
日
の

取
引
か
ら
開
始
予
定
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
物
申
す
『
ス
ト
ッ
プ
イ

ン
ボ
イ
ス
東
京
土
建
』（
Ｑ
Ｒ
①
）。

実
施
さ
れ
れ
ば
実
質
増
税
、
価
格

転
嫁
で
物
価
は
上
昇
し
て
景
気
も

悪
化
。
誰
も
得
し
な
い
こ
の
制
度

の
問
題
点
を
動
画
で
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。

言
わ
れ
る
ま
ま
に
イ
ン
ボ
イ
ス

を
登
録
し
て
し
ま
っ
た
一
人
親
方

や
仕
事
を
発
注
す
る
側
の
会
社
の

立
場
に
た
っ
て
、
2
割
特
例
な
ど

が
限
定
措
置
で
あ
り
、
業
務
も
税

負
担
も
増
え
る
最
悪
な
制
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
の
中
止

・
廃
止
を
訴
え
ま
す
。

2
本
目
は
、
『
建
設
業
の
働
き

方
改
革
は
2
0
2
4
年
4
月
か

ら
』
（
Ｑ
Ｒ
②
）
。
す
で
に
他
産

業
で
は
始
ま
っ
て
い
た
働
き
方
改

革
が
い
よ
い
よ
建
設
業
で

も
始
ま
り
ま
す
。

人
手
不
足
の
解
消
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
労
働
者
の
時
間
外
労

働
に
対
す
る
上
限
規
制
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
工
期

な
ど
の
問
題
も
出
て
き
ま

す
。
こ
の
動
画
で
は
、
課

題
と
な
る
労
働
時
間
に
つ

い
て
、
簡
単
に
説
明
し
て

い
ま
す
。

最
後
は
ど
け
ん
共
済
会

よ
り
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
り
働
け
な
く
な
っ
た
場

合
の
所
得
減
少
に
備
え
る
『
所
得

サ
ポ
ー
ト
保
険
』
（
Ｑ
Ｒ
③
）
の

Ｐ
Ｒ
動
画
で
す
。
万
が
一
に
備

え
、
手
厚
い
補
償
で
仲
間
と
家
族

を
守
り
、
大
切
な
従
業
員
の
生
活

と
会
社
の
価
値
を
高
め
る
東
京
土

建
の
「
所
得
サ
ポ
ー
ト
保
険
」

を
、
ま
だ
知
ら
な
い
仲
間
に
ぜ
ひ

勧
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

280人とキティちゃんで団結ガンバロー

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
通
信
員
】
府
中
国
立
支
部
で

は
、
9
月
3
日
、
2
0
2
3
秋
の

仲
間
づ
く
り
月
間
の
出
陣
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
会
場
は
お

隣
の
多
摩
市
に
あ
る
サ
ン
リ
オ
・

ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
、
園
内
の
メ
ル

ヘ
ン
シ
ア
タ
ー
に
ベ
テ
ラ
ン
か
ら

若
手
組
合
員
そ
し
て
家
族
2
8
0

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

サ
ン
リ
オ
特
有
の
メ
ル
ヘ
ン
チ

ッ
ク
な
雰
囲
気
の
な
か
、
宮
澤
執

行
委
員
長
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ぐ
で
た
ま
」
た
ち
に
よ
る

東
京
土
建
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ョ
ー
で

は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
躍

動
。
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
に
よ
る
大
抽

選
会
も
大
盛
り
上
が
り
。
仲
間
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
出
陣
式
と
な
り

ま
し
た
。

今
秋
の
仲
間
づ
く
り
月
間
も
資

格
講
習
や
健
康
診
断
、
暮
ら
し
を

支
え
る
火
災
共
済
と
自
転
車
保

険
、
そ
し
て
こ
の
秋
は
シ
ニ
ア
友

の
会
・
女
性
の
会
・
青
年
部
・
後

継
者
対
策
部
が
多
種
多
彩
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
「
メ

リ
ッ
ト
集
」
を
作
成
、
過
去
最
厚

の
38
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
月
間
最
終
盤
の
10
月
22

日
に
は
昨
年
4
0
0
0
人
の
来
場

者
を
集
め
た
ビ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
、

「
ふ
ち
ゅ
う
子
ど
も
ま
つ
り
＆
大

住
宅
デ
ー
ど
け
ん
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。木
工
作
1
0
0
0
個
、

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
1
0
0
0
個
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
3
0
0
0
本
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
2
0
0
0
食
を
約

2
0
0
人
の
仲
間
と
と
も
に
成
功

に
向
け
て
準
備
快
調
。

仲
間
の
輪
を
さ
ら
に
強
く
、
大

き
く
広
げ
、
地
域
貢
献
と
要
求
実

現
を
進
め
る
府
中
国
立
支
部
の
仲

間
づ
く
り
月
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

ストップインボイスの動画

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
杉
並
支
部
は
8
月
27
日
、

こ
こ
3
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る

組
合
員
交
流
会
「
よ
み
う
り
ラ
ン

ド
Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
拡
大
出
陣
式
」
を
開

催
。
参
加
し
た
組
合
員
・
家
族
は

1
6
9
人
に
の
ぼ
り
、
家
族
ぐ
る

み
の
交
流
を
し
た
り
、
友
達
の
輪

を
広
げ
た
り
す
る
姿
が
そ
こ
か
し

こ
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
は
快

晴
で
気
温
も
上
が
り
、
プ
ー
ル
の

入
場
開
始
を
早
め
る
ほ
ど
の
大
盛

況
。
支
部
は
仲
間
向
け
に
開
園
前

か
ら
受
付
を
設
置
し
て
対
応
。
11

時
か
ら
の
組
合
員
交
流
会
は
栗
林

副
委
員
長
の
司
会
で
開
会
。冒
頭
、

鎗
田
委
員
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
秋
の
拡
大
月
間
に
ふ
れ
、
「
一

人
で
も
多
く
の
仲
間

を
杉
並
支
部
に
結
集

さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
、
来
賓

の
中
村
本
部
委
員
長

は
「
夏
休
み
の
最
後

に
子
供
た
ち
に
い
い

思
い
出
に
な
る
」
と

話
し
て
か
ら
、
資
材

や
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
に

ふ
れ
「
お
か
し
い
こ

と
、
苦
し
い
こ
と
も

仲
間
ど
う
し
で
共
有

し
、
話
し
合
い
が
で

き
る
の
が
東
京
土

建
。
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
っ
て
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
矢
口
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾

杯
。
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

従
来
は
各
テ
ー
ブ
ル
中
央
で
ガ

ス
で
焼
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回

は
テ
ン
ト
ご
と
に
複
数
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

コ
ン
ロ
が
お
か
れ
、
炭
で
焼
く
形

式
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な

か
焼
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
れ
な
い

人
も
い
ま
し
た
が
、
炭
火
で
焼
い

た
お
肉
は
一
味
違
う
よ
う
で
し

た
。歓

談
を
経
て
、
当
面
の
重
点
を

各
役
員
か
ら
訴
え
。
ま
ず
石
川
副

委
員
長
か
ら
秋
の
拡
大
、
河
原
井

厚
生
文
化
部
長
か
ら
火
災
・
地
震

共
済
、
浅
田
副
委
員
長
か
ら
健
診

受
診
率
の
向
上
、
山
田
後
継
者
対

策
部
長
か
ら
後
継
者
イ
ベ
ン
ト
、

最
後
に
縫
村
書
記
長
か
ら
11
月
に

行
な
う
東
京
土
建
ま
つ
り
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
楽
し
み
の
く
じ
引

き
抽
選
を
行
な
い
、
最
後
は
石
川

副
委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

【
町
田
・
書
記
・
澤
海
比
可
瑠

通
信
員
】
町
田
支
部
は
、
8
月
27

日
に
活
動
者
会
議
を
町
田
商
工
会

議
所
で
開
催
し
、
支
部
・
分
会
役

員
を
中
心
に
53
人
が
参
加
。冒
頭
、

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
尾
花
委
員
長

は
「
秋
の
月
間
で
は
全
分
会
が
目

標
達
成
し
、
2
5
0
0
人
支
部
を

回
復
さ
せ
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

今
年
の
活
動
者
会
議
で
は
、
拡

大
訪
問
行
動
の
武
器
と
す
る
た
め

に
、
共
済
学
習
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
講
師
に
招
い
た
本
部
の
竹
内

書
記
か
ら
は
、
時
折
ク
イ
ズ
を
交

え
な
が
ら
制
度
説
明
が
あ
り
、
共

済
の
優
位
性
や
共
済
推
進
の
意
義

に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

続
く
秋
の
拡
大
月
間
の
訴
え
で

は
、
桑
名
組
織
部
長
が
「
先
ほ
ど

学
習
し
た
共
済
制
度
な
ど
、
組
合

の
メ
リ
ッ
ト
を
対
話
材
料
に
、
多

く
の
仲
間
に
会
い
に
行
こ
う
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

第
2
部
は
、
町
田
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
秋
の

拡
大
出
陣
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

お
酒
も
手
伝
い
、
分
会
の
垣
根
を

超
え
た
交
流
が
各
テ
ー
ブ
ル
で
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

分
会
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
で
行
な

っ
た
決
意
表
明
で
は
、
い
ず
れ
の

分
会
か
ら
も
「
必
ず
目
標
を
や
り

ぬ
く
」
と
力
強
く
宣
言
さ
れ
、
月

間
目
標
達
成
に
向
け
て
士
気
を
高

め
る
出
陣
式
と
な
り
ま
し
た
。

子どもも一緒にガンバロー

笑顔でガンバロー（町田南分会）

交流深めて楽しんだ
一味違う炭焼きBBQで

目
標
達
成
に
向
け
各
支
部
で
ガ
ン
バ
ロ
ー

目
標
達
成
に
向
け
各
支
部
で
ガ
ン
バ
ロ
ー

仲間の輪を強く大きく
２８０人がサンリオに集合

杉
並

全
分
会
目
標
達
成
で

町田

２
５
０
０
人
支
部
回
復
を

府
中
国
立

訪
問
前
に
話
の
ネ
タ
を

ＱＲ②

ス
マ
ホ
で
確
認

組
合
動
画

ス
マ
ホ
で
確
認

組
合
動
画ＱＲ①

ＱＲ③

求

人

求

職


